Early enteral nutirition is acceptable in cyanotic patients with systemic-pulmonary shunt after cardiovascular surgery(体肺シャントのあるチアノーゼ患者において、心臓血管外科術後早期の経腸栄養は許容できる)<内容の要旨及び審査結果の要旨> by 徐 民恵
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Early enteral nutirition is acceptable in cyanotic patients with 
systemic-pulmonary shunt after cardiovascular surgery 
体肺シャントのあるチアノーゼ患者において、心臓血管外科術後早期の経腸
栄養は許容できる 
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【方法】2010 年 1月から 2 年間に、名古屋市立大学病院での心臓血管外科手術後、ICU に 4日間以上
入室した 111 人の小児患者について、電子カルテを後ろ向きに調査した。患者に対する介入はなく、
集中治療医が患者の病態に基づき早期 EN の計画を立てた。患者をチアノーゼ群（55 人、内体肺シャ
ント 21人）と非チアノーゼ群（56人）の 2群に分けた。EN開始時期を、①術後 24 時間以内、②24

















低容量低カロリーにより早期 EN は病態にどのような影響をもたらすのか、など 6 項目の質問が、ま
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